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ジブロモクロロメタン（CAS no. 124-48-1） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ジブロモクロロメタンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、抗アンド

ロゲン様作用を示すこと、疫学的調査の報告において、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用を示

すことが示唆された。 

 

(１)腎臓影響 

 Potter ら(1996)によって、ジブロモクロロメタン 156、312mg/kg/day を７日間経口投与した雄

F344 ラットへの影響が検討されている。その結果として、156mg/kg/day 以上のばく露群で腎

臓中硝子滴増加発生率の低値、血清中テストステロン濃度の低値傾向(312mg/kg/day群で低値)、

312mg/kg/dayのばく露群で体重の低値、腎臓相対重量の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 

 

(２)疫学的調査 

 Windham ら(2003)によって、ジブロモクロロメタンについて、米国 California 州にて 1990年か

ら 1991 年にかけて、閉経前既婚女性 403 名(年齢 18～39 歳、６ヵ月間の平均月経周期 5.6 回)

を対象に、飲料水経由トリハロメタン摂取(飲料水中ジブロモクロロメタン推定濃度の第４四

分位値 20μg/L)と月経周期との関連性について検討されている。その結果として、第４四分位

群(最高濃度群)と第１四分位群(最低濃度群)との比較において、平均月経周期所要日数、平均

卵胞期周期所要日数の補正デクリメント値に負(早期化)の相関性が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 
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（平成 27年度第２回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 1より抜粋） 


